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日 場
￥

　宝塚市と映画の歴史を次世代へ継承するため、宝
塚映画製作所で製作された作品の発掘と上映を行
う宝塚映画祭。
　25回目を迎える今回は、宝塚映画製作所で製作
された6作品に加え、市制70周年を記念し、1954年
に製作された4作品などを上映します。
　その見どころや映画祭を始めたきっかけなどを、
宝塚市大使でもある実行委員長の河内さんに伺いま
した。

映
画
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幼
少
の
頃
か
ら
、映
画
館
だ

け
で
な
く
ロ
ケ
現
場
も
見
に
行

く
ほ
ど
宝
塚
映
画
が
好
き
で

し
た
。当
時
は
市
内
各
所
で
撮

影
が
行
わ
れ
た
り
、市
民
が
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
宝
塚
映
画
に

出
演
す
る
な
ど
、ま
ち
全
体
で

映
画
産
業
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盛
り
上
げ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
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。そ
ん
な

中
、宝
塚
映
画
製
作
所
が
映

画
製
作
の
中
止
を
発
表
し
た

時
は
本
当
に
残
念
で
、い
つ
か

映
画
製
作
が
再
開
さ
れ
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
、宝
塚
で

映
画
祭
を
開
催
で
き
れ
ば
と

強
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
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東
宝
や
松
竹
な
ど
5
つ
の

映
画
製
作
会
社
は
、監
督
や
俳

優
の
引
き
抜
き
を
行
わ
な
い
と

宝塚映画祭
実行委員長

河内 厚郎さん
か わ う ち

Interview

い
う「
五
社
協
定
」を
結
ん
で

い
ま
し
た
が
、宝
塚
映
画
製
作

所
は
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
監
督
・

俳
優
が
出
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
、作
品
の
雰
囲

気
も
、重
た
い
テ
ー
マ
で
も
ど

こ
か
明
る
さ
が
あ
り
、関
西
な

ら
で
は
の
独
自
の
世
界
観
を

創
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
見
ど
こ
ろ

　
い
ず
れ
も
名
作
や
佳
作
を
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
が
、中
で

も
今
回
は
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り

扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
時
代
劇
の

作
品
を
上
映
し
ま
す
。時
代
劇

の
3
大
ス
タ
ー
、嵐
寛
寿
郎
、

大
河
内
傅
次
郎
、月
形
龍
之

介
が
共
演
を
果
た
し
た「
岩
見

重
太
郎
決
戦
天
の
橋
立
※
」は

必
見
で
す
。

お
お
こ
う
ち
で
ん
じ
ろ
う

※
表
紙
の
作
品
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トークショー「宝塚と映画」

懐かしの宝塚映画 
ポスター展

その他
上映作品は
こちら▶

『二十四の瞳』 1954年
監督：木下惠介 / 松竹大船

戦前から戦後にかけて、新人女性教
師と12人の小学生たちの交流を描い
た日本映画史に残る不朽の名作。
主演の高峰秀子は、実は幼い頃から

宝塚歌劇の大ファンで、小林一三から
無試験での入学許可を得ていたもの
の、P.C.L映画製作所（後の東宝映画）
への移籍が決まり、入学を断念した。

『山椒大夫』 1954年
監督：溝口健二 / 大映京都

　森鷗外の同名小説が原作。平安時
代を舞台に、貴族の兄弟が奴隷として
酷使される悲劇と家族の絆、自由への
希求を溝口健二が描いた歴史ドラマ。
ヴェネチア国際映画祭で銀獅子賞を
受賞。
　涙なしでは語れないラストシーンは
必見！

『花のれん』 1959年
監督：豊田四郎 / 宝塚映画

　吉本興業創始者・吉本せいをモデ
ルにした、山崎豊子の直木賞受賞作を
映画化。
　主演の淡島千景は元宝塚歌劇団の
娘役スター。手塚治虫は彼女の大ファ
ンで、リボンの騎士サファイアのモデル
にしたともいわれている。

『女優時代』 1988年
監督：大森一樹 / 近代映画協会

　乙羽信子の自伝「どろんこ半生記」
を原作に、女優・乙羽信子が宝塚音楽
学校を受験しトップ娘役として人気を
博すまでの姿、退団後も女優として活
躍するなか、後の夫となる新藤兼人と
出会い心惹かれていく様子などの半
生を描いた異色作。
　宝塚音楽学校（現在の宝塚文化創
造館）など宝塚でも撮影敢行。

日11月1日㈮14時45分からの
「岩見重太郎 決戦天の橋立」上映後
内「宝塚と仁川の物語」の著者で、関
西学院大学名誉教授の小山敏夫
さんと実行委員長の河内厚郎さん
によるトークショー

開催期間中、シネ・ピピアロビー
にて展示。

過去の様子

『森の伝説 第二楽章』2014年
原案：手塚治虫 / 監督：手塚眞

　手塚治虫の短編実験アニメ『森の
伝説』の未完成だった「第二楽章」を、
実子である手塚眞監督が映画化。
チャイコフスキーの交響曲第四番に合
わせた美しい映像詩をぜひご覧ください。

上映作品の写真は宝塚映画祭提供

手塚眞さんトークショー
日11月3日㈷14時35分からの
「手塚治虫記念館30周年記念 
特別企画」上映後

内テーマは「手塚治虫と映画」
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・宝塚市大事典編集委員会(2005)『宝塚市大事典』、大阪書籍株式会社
・宝塚市立中央図書館市史資料担当(2000)『市史研究紀要たからづか第17号』、宝塚市教育委員会
・宝塚映画祭実行委員会(2000)『第1回宝塚映画祭公式ガイドブック』、関西成光株式会社
・高野昭二ほか(2010)『わが青春の宝塚映画』、宝塚映画製作所OB会有志

❶❷

〜

❸

❶

❷

二ほか

❸
　小林一三氏が「宝塚歌劇の中に映画場面を取り
入れ、キノ・ドラマ（劇中に映画を挿入する形式）を
つくれ」と命じたことを
きっかけに、1作目『軍
國女學生』が誕生。そ
の後、現在の関西学院
初等部のあたりに撮影
所を新設した。

約2万㎡の敷地を誇り、設備や機能面の高さから
当時は東洋一と言われた撮影所。時代劇やコメディ、
ミュージカル、関西色の強
いものなど多くの作品を
製作した。その後、撮影
所は、かつての宝塚ファミ
リーランドのイベントホー
ルとして活用された。

　映画が最大の娯楽だった昭和30年代、市内に
は7館の映画館があったが、娯楽の多様化とともに
閉館が相次ぎ、昭和47年以降は市内に映画館が
なかった。
時を経て「宝塚にもう一度映画の灯をともしたい」

と、同じ思いを持つ主婦、学生、会社員など有志が
集い、宝塚映画祭実行委員会が発足した。

　コンサート用スピーカーを採用し、従来の倍以上の迫力
ある高低部の音質を実現。こだわりの音響を次世代へつ
なぐため、今年度中に音響設備の更新を予定しています。
　また、デジタル映像のほか、今や珍しい35ミリフィルムの上映も行う、全国でも数少
ない映画館の一つです。さらに、新作品だけでなく、リクエストによる作品や話題にな
った作品を上映するなど、親しみやすく映画を身近に感じることのできる貴重な映画
館です。

過去の宝塚映画祭の様子

シネ・ピピアで映画を鑑賞しよう！
音響で魅了する映画館

文化創造館
文化芸術
センター 撮影所のあった場所

関西学院初等部

手塚治虫記念館

武庫川

阪
急
今
津
線

宝
塚
大
橋
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